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Rediscovery of the View from the Sea Sasebo Port-Omura Bay
Tetsuhiro HARA
（Department of International Tourism, Faculty Human and Social Studies,
Nagasaki International University）
Abstract
The purpose of this study is to take full advantage of the potential of the region from the point 
of view of regional studies, re-discover region-specific tourist material, and by means of moving by 
ship, consider events related to the sea within our car-centered society.
The study was conducted with citizens of Sasebo as well as faculty and students of Nagasaki Inter-
national University who travelled by ship, experienced the region’s tourism resources, and answered 
a questionnaire.　The results suggest the possibilities of how to take advantage of the special regional 
characteristics of the sea route between the port of Sasebo and Omura Bay for accessing natural 
heritage, war heritage and tourism facilities.
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５．地 域 特 性
長崎県佐世保市の地域特性を考えると、一つ
には目的地までの船による時間距離が短いこと
が挙げられる。車で行くと４０分の距離が、船だ
と佐世保港から横瀬港まで１５分で行くことがで
きる。ハウステンボスまでなら３５分で行けるの
である。二つ目が観光資源として自然の豊かさ
と海の景観に魅力があることを挙げることがで
きる。九十九島、八の子島、横瀬浦地区、西海
橋下の干潮による渦潮、海から見るハウステン
ボス町の異国情緒溢れる姿など数々の魅力を秘
めていること。三つ目が大村湾は琴海と呼ばれ
るほどに穏やかな海であり、欠航率が低いこと。
四つ目が生業として漁師が減少し、後継者不足
していることが挙げられる。
１）時間距離が短い
交通弱者の高齢者や高校生以下が利用するに
は最適な交通手段だと言えるだろう。佐世保港
から横瀬浦港まで船によると時間距離１５分の距
離である。
２）観光資源の豊かさ
西海市横瀬浦地区には、ポルトガル宣教師の
影響が色濃く残り、その象徴である「八ノ島」
がある。キリシタン禁教令により、現存するも
のは全く無いと言ってもいい。
３）２重の湾
大村湾は、佐世保湾のさらに奥に位置する湾
であり、その地形は２重になった湾ということ
が言える。
４）人々の暮らし
横瀬浦地区では、２００３（平成１５）年、海の駅
（船番所）がブルーツーリズムの拠点（BTS）
として移築、完成した。今後、瀬川漁協、針尾
漁協、更に周辺地域の江ノ島、平島と連携する 
BTS 重要拠点として捉えられている。地元漁師
たちと連携しながら、海における着地型・体験
観光を目指すものである。漁を見る、体験する、
そして海の幸を味わうことで交流人口を増し経
済効果や人と人との関係づくりができることが
目的である。海を活用したツーリズムを基本事
業に据えて、「メビウス航路」は通常の交通手
段に「船」を用い、イベントとしても「船」を
利用して長崎県の佐世保湾と大村湾を利用した
人的交流と経済の活性化を期待するものである。
６．課題の整理とアンケート結果
１）台風など自然災害による欠航率
大村湾及び佐世保湾は、穏やかな海であるこ
とから、古来より良港が多いところである。琴
海という別名は、琴の音が聞こえてくるような
静かな海ということから命名された。その事か
ら船の欠航率は、ほとんど無いと言える。ただ
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年間を通じて冬季に１回から２回程度、北西の
風が５m を超える場合があり、その時は運行が
できないとされる。
２）船酔いに対する対応
波が静かな、佐世保湾と大村湾は、船酔いす
る可能性が極めて低いと言える。また事前に船
酔いの可能性がある人に対しては、船酔い薬を
飲用するなど対応をする必要がある。更に重度
の全く船を受け付けない人は、バスによる移動
という方法をとり別行動とならざるを得ない。
３）往復の航路に対するルート検討
船は往復を基本としている。そこで船賃の軽
減のために、ルート開発を２のコーを設けて、
往復の船賃を低減する工夫が必要となる。
４）海運会社の検討
新しい航路については、長崎県への申請が必
要となり事前申請が１ヶ月を要する認可制となっ
ている。今回は、佐世保・西海を定期航路とし
ている「瀬川汽船」に依頼し、検討を重ねた。
また海のタクシーに関しては、需要が現在のと
ころ期待できない事と船の維持管理費用、係留
費用、船底のメンテナンス、災害時の非難など、
困難な問題が山積である。
５）漁師への配慮（漁業権など）
あらたな定期航路や海のタクシーを考えると
きには、漁業関係者の同意が必要となり通行費
用が発生してくる。その金額を低減する工夫や
漁業組合への説得が必要となる。まず観光協会
からメビウス航路が地域の活性化につながり経
済効果だけでなく、社会的な効果も大きいとい
う説明が必要ではないかと思われる。
６）海難事故に対する配慮
海難事故に対する対応が迫られる。海難事故
と車社会の交通事故の比率から比べると、はる
かに海難事故の発生率は低いと思われる。
７）アンケート結果（長崎国際大学国際観光
学科小島講師の集計による）
日　時：２０１０年９月２３日
対象者：３０人（学生１１人、教員８人、市役所
職員２人、観光コンベンション協会４人、その
他５人）
　船外に見えたもので印象に残ったもの・場所
はどこですか。
インタビューなどを通して読み取れるのは、
メビウス航路の体験者は船を使って長崎を見る
機会が非常に少ないこと、また佐世保湾や大村
湾を海から考えたことが無いことである。アン
ケートの母数は少ないが、西海橋の渦潮が１番
人気となっており佐世保市民が初めての渦潮経
験であったと答えた人がほとんどであった。
７．イベントの企画
アートプロジェクトの可能性を提案したい。
瀬戸内海で繰り広げられる瀬戸内国際芸術祭は、
最もメビウス航路によるアートプロジェクトに
類似した所である。株式会社ベネッセホールディ
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１４人西海橋・うずしお
４人海から見た佐世保港
３人横瀬浦公園
３人米軍・海上自衛隊施設
２人海から見たハウステンボス
２人八ノ子島
１人ポルトガル弁当
ングス取締会長の福武總一郎（総合プロデュー
サー）と香川県知事が協力して初めて実現でき
たプロジェクトである。そこに北陸の越後妻有
トリエンナーレ、通称「大地の芸術祭」で実績
のある北川フラム（総合ディレクター）が加わ
り開催された。
香川県は、代々木体育館、広島平和公園など
の設計で知られる建築家、丹下健三の出身地で
あり香川県庁舎は彼の設計による。また広島平
和公園の彫刻作品を最初に依頼したイサム野口
も香川県にアトリエを構えていた。また倉敷市
には大原総一郎による大原美術館があり瀬戸内
海を跨いで互いに芸術に関係する人と場所が多
く存在する土地柄だから人々にも芸術のある生
活が受け入れられていると推測される。
また福武總一郎との関係で建築家、安藤忠雄
が加わり直島にベネッセハウスミュージアムと
宿泊施設が併設した建築物が完成し、直島は話
題性を持った島として知られることに成る。安
藤忠雄は続いてクロード・モネの絵画「スイレ
ン」やジェームス・タレルの協力を得て地中美
術館の設計を手掛けており、その後、安藤忠雄
ミュージアムによって安藤作品群の完成を見る。
また作家、草間繭生により直島の港には「赤か
ぼちゃ」と呼ばれるカボチャに似た赤と黒の現
代美術作品がアートプロジェクトの顔となって
いる。そして「家プロジェクト」として大竹伸
朗が「直島銭湯」として実際に入浴できる美術
館を作っている。
古民家を再生して設計した杉本博司の作品や
千住博の「護王神社」、宮島達男の設計による
「角谷」など多くの建築家、作家が参加して現
在の直島を特徴づけている。また直島の隣に位
置する豊島は十和田券代美術館の設計者である
西沢立衛と作家、内藤礼が作ったアート作品に
よりにより豊島美術館が完成している。瀬戸内
国際芸術祭は、多くの人々が知ることとなり北
陸新潟の越後妻有トリエンナーレ（大地の芸術
祭）と同じように世界中から高い評価を受けて
いる。
この２つのアートプロジェクトの成功事例と
比較すると九州でのアートプロジェクトは大分
県別府市の温泉街の再生として始まった「混浴
温泉世界」が散見される程度で、大きなアート
プロジェクトは未だに開催されていない。長崎
県では単体として長崎市内に建築家、隈研吾に
よる長崎県立美術館。佐世保市は日建設計によ
る島瀬美術館が散見されるが、全体として取り
組んでいるアートプロジェクトが存在しないの
である。
イベントがアートであることで市民の参加意
識が生まれ生活の質の向上が求められる。佐世
保湾、大村湾周辺で生活する市井の人々の中に
は陶芸作家や彫刻家、更に画家が多く在住して
いる。それら作家たちは個々の活動は行ってお
らず全体としてのまとまりが未だに見受けられ
ない。
メビウス航路は、先に述べたように北の経済
圏の佐世保市と南の経済圏の長崎市を海で結び
定期航路や海のタクシーを交通手段とする計画
である。そして「メビウス航路」によるアート
プロジェクトは佐世保湾と大村湾の海岸周辺に
位置する魅力的な歴史建造物や場所がアート作
品の野外展示場として最適である。それは長崎
県でしかできない地域観光ルートとなり、瀬戸
内海と同じように多くの来場者を確保できるの
である。
む　す　び
里海の定義は、「人手が加わることによって
生物多様性と生産性が高くなった沿岸海域」と
いう意味である。第一次産業が製造と体験を加
えて第６次産業と呼ばれるが、マネー資本主義
による発想の原点は経済的な生産性であり、少
子高齢化、生産人口減少、消滅可能性都市といっ
た人口減少による生産性に陰りが見え危機感を
覚える。しかし、これからの将来を見据えると、
経済性の追求だけでなく社会的効果の追求とな
り、人々の暮らしの「質の変容と向上」が育ま
れることで暮らしやすい、住みたい町になると
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筆者は考える。
将来予想される社会の姿を変えるのは、そこ
に住む人であり、資源の再発見である。生物多
様性は、海だけでなく山も同時に考えなくては
ならず、山を源流とする川と河口に至る海との
流域圏で捉えて生物多様性を考えなければなら
ない。
そこでメビウス航路によるアートプロジェク
トは、海を活用して北の経済圏と南の経済圏を
つなぎ暮らしを結ぶことで経済効果をもたらす。
生物多様性の面では佐世保湾と大村湾周辺に位
置する山と海の関係を河川流域圏で捉え、源流
から河口まで治山治水と生物多様性の視点を持っ
て考えることで質の向上をもたらし豊かな将来
像を作ることができるのである。
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